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近年､ﾅﾉﾒ-ﾄﾙｻｲｽﾞの物質が持っ新機能性-の期待から､種々のﾅﾉ構造物質

が作製されている｡ﾅﾉ構造物質の物性を評価する手法としてﾅﾉ空間分解能を有する

観察技術の開発が､ますます重要になってきている｡中でも､近接場光学顕微鏡(sNOM)

は､光の回折限界を超えたﾅﾉ空間分解能を有する光学像を観察できることから注目を

集めている｡本論文では､低温及び室温において高空間分解光学像の観測が可能なsNOM

を開発し､それを用いて種々のﾅﾉ構造物質の光学像および光学特性の研究を行った｡

本論文は6章からなっており､各章の内容は以下の通りである｡

第1章では､研究背景と研究の目的について述べた｡

第2章では､近接場光の具体的な発生方法とその性質について述べ､散乱型sNOMの

特徴を開口型sNOMと比較することでまとめた｡また､散乱型sNOMの結像原理について

も述べた｡

第3章では､低温散乱型sNOMの開発の詳細を述べた｡低温原子間力顕微鏡(AFM)を

基本にして散乱型sNOM機構を付加させた｡照射光学系並びに検出光学系の最適化､

AFM-SNOM測定の同期及び時定数のﾏｯﾁﾝｸﾞなど数々の工夫を施すことにより､微弱

な近接場光の検出が可能となった｡低温及び室温において､ AFM像とSNOM像を同時に

かつ再現性良く観察することに成功した｡

第4章では､開発した低温散乱型sNOMの性能､特性評価を行った｡光信号強度のﾌﾟ

ﾛ-ﾌﾞｰ試料間距離依存性は､近接場光に特徴的な指数関数的減衰を示すことを明らか

にした｡ﾅﾉ構造試料の測定を行い､回折限界を超えた空間分解能のSNOM像観察に成

功した｡空間分解能は15nm程度と評価され､高い空間分解能が得られることを示した｡

また､ SNOM像のｺﾝﾄﾗｽﾄの定量的な解釈には､試料表面の誘電率分布のみならず､

形状やｻｲｽﾞといった表面構造も考慮する必要があることを示した｡

第5章では､強誘電体薄膜試料の低温及び室温におけるSNOM測定結果について議論

した｡低温SNOM像においてのみ､強誘電相の発現に起因すると考えられる局所的な屈

折率変化を観察し､開発した低温散乱型sNOMが相転移の研究に有用であることを示し

た｡

第6章では､本研究で得られた成果についてまとめた｡

以上､本研究では､低温で測定可能な散乱型SNOMを開発し､ﾅﾉ構造物質の光学像

を室温及び低温かつ高空間分解能で観察することに成功した｡




